
 

 

 

 

 今年も残り８日になりました。今年は、どんな１年でしたか？年の初めに立てた目標は

覚えていますか？気持ちよく 2025 年を迎えられるよう、身の回りの大掃除はもちろん、

やらなくてはいけないことや先延ばしにしていたことを終わらせて、心も体もすっきりと

新年を迎えられるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物乱用防止教室を実施しました！（３年生） 

 12月 18日（水）に新潟薬科大学の城田起郎様をお招きし、３年生を対象とした薬物乱用防止

教室を行いました。前半は城田先生から、覚せい剤や大麻をはじめとした薬物の特性について、

また、薬物を摂取した際の身体や精神に及ぼす影響について、後半は市販薬の乱用（オーバード

ーズ）、薬の正しい使い方について専門的な知識で詳しく丁寧に教えていただきました。 

 薬物乱用とは、法律で禁止されている薬物を使うこと、また、本来の医療目的ではない間違っ

た使い方をすることをいい、「一回使うだけでも脳が破壊され、壊れた脳神経は戻らない」「すぐ

にやめられると思っても、自分の意思ではやめられない」など、薬物の恐ろしさについて学びま

した。また、市販薬でも用法・用途を守らなかったり、本来の目的から外れた使い方をしたりす

れば、こうした薬でも「薬物乱用」にあてはまることも学びました。 

 健康で自分らしい生活をおくるためにも、「薬 

物には絶対に手を出さない」こと。また、「薬物 

ついて、危険性をよく知る」「勧められてもきっ 

ぱり断る。その場から速やかに逃げる」「一人で 

抱え込まず、相談をする」ことが大切です。 

 普段の生活の中ではなかなか実感しにくい薬物 

問題ですが、自分自身の身近な問題として考える 

きっかけになりました。 

  

令和６年 1２月２４日 

加治川中学校保健室 

1２月号 



１２月は「世界エイズデー」 

 

 1988 年、WHO（世界保健機関）が 12 月 1 日を「World AIDS Day」（世界エイ

ズデー）と定め、エイズに関する啓発活動等の実施を呼びかけました。 

2024年の世界エイズデーテーマは「U＝U 知ることから、もう一度。12月１日は世

界エイズデー」です。みなさんは、エイズについて正しい知識を持っていますか？○×ク

イズで確認してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レッドリボン（赤リボン）とは 

 レッドリボン（赤リボン）は、古くからヨーロッパに伝承される風習のひとつで、元々

病気や事故で人生を全うできなかった人々への追悼の気持ちを表すものでした。 

 このレッドリボンがエイズのために使われ始めたのは、アメリカでエイズが社会的な問

題となってきた 1990年ころのことです。このころ、たくさんの人にエイズがひろが

り、エイズで死亡する人々が増えてきました。 

 そうした仲間たちに対する追悼の気持ちとエイズに苦しむ人々への理解と支援の意思を

示すため、赤いリボンをシンボルにした運動が始まりました。 

 レッドリボンは、あなたがエイズに関して偏見をもっていない、エイズと共に生きる

人々を差別しないというメッセージです。 

 このレッドリボンの意味を知り、エイズのことをみんなで考えましょう。 


